












































































まってはならない）と主張する立場がある［RichardA. Berg、”TheBhagavadgita on War ：η1e Argt』ement
from Literature”、 journalof Stu dies in the Bhag即日々ila5-7(1985～198η、pp.25～35）.この研究は
筆者の観点と相通するものがあるが、’定義の戦争’論については扱っていない。
6前掲書、pp.96～99. 
7 KN.Upadhyaya、“TheBhagavadgita on War and PeaceぺPhilosophyEast 合 同 st19-2(1969）、
pp.159～169を参照。
8 Fernando Tola & Carmen Dragonetti(2001) Buddhism and Justification of Violence、『法華文化研
究』27号、立正大学法華経文化研究所、 pp.63～100を参照。
9 r大方便仏報恩経』（大正蔵 3、pp.161～162) ；荻原雲来編、『党文菩薩地』（pp.165～166) ; F大宝積


























































12本稿における『ギ ター 」の引用は、辻直四郎（1985）『ノ切・ヴアツド・ギーター 』、東京、講談社による。























































16 Subhash Anand、”TheOpening Verse of the G出ぺ AnnalsBORI、LXVI(1985）、 pp.175～178を
参照。

























































22 『ギーター 』を読む際に、’インド・ヒンドゥー 教人’てなければ共有することのできない特殊性をコンテクスト’として
宇定し、’インドヒンドウ 教人’てなくとも共有てー きる普通性を’テキスト’M 区分する読書法については、拙稿、
町ノ〈カψウ守アツド ・ギータ 』の倫理的立場に関する批判的考察、前掲書、 pp.85～86を参照。
158 『ノ〈ガウ、アツドギー ター 』と『大乗浬禦経』における暴力／戦争の正当化問題



























4:7～ 8~演の論理構造を次のよ うに図表化 してみよう。
状況 『ギーター』 千年王国











意識はそれほど強くないと評価される。次に4）の存在は 4 : 7～8頒に見られ










24 krta-yuga 4800年、仕eta-yuga3600年、 dvapara-yuga2400年、 kali-yuga1200年。総計 12000年が1
週期である。 rマヌ法典』1: 69～73を参照。また、 4ユカ・の特徴については『マヌ法典』1: 81～86、生成と
消滅については『ギーター』9:7～8頒にも説かれている。

























































27『南伝大蔵経』 4巻、 p.17；『十諦律』大正蔵 23、p.190bJ『四分律』大正蔵 22、p.872b,
28大正蔵 12、p.386a。
29上向。

















































31仏教論理学の五支作法である宗 ・因・ I喰・合・結の中で、宗・ l総・合だけを選んだものに理解できる。宗
と法は同義語である。
32大正蔵 12、p.383bJ大正蔵 12、p.866bJ下回正弘、前掲書、 p.247.
3 r摩詞僧祇律』は甑外であるといわれる。この内容は李慈郎博士の諮問による。
































































166 『パガウ、アッ ド・ギー ター 』と『大乗浬繋経』における暴力／戦争の正当化問題
てくれる部分は③の内容での、有徳国王もH体中に辛子の種ほども丈夫なとこ
ろがなかった”という表現で明らかになる。即ち、正法の護持とは正当な目
的を成し遂げるためには不殺生戒を守らなくてもいいという、不守五戒・不
修五戒の事例を躍如にあらわしたのである。そのような過去世の功徳で、有
徳国王は現世で金剛不壊のからだを備えた仏世尊になることができたという。
笑奄観復の華厳思想研究
_Ii華厳経大疏玄文随疏演義紗会解記』を中心として一
金龍泰（ソウル大学博士課程)1
序論
第一節研究の目的と方法
1.問題の所在と研究の目的
宋代の華厳学に関する既存の研究では、主に法蔵（643～712）の「五教章』に
対する註釈の盛行や華厳章疏の刊行と流通の問題が扱われてきたが、宋代華
厳思想の全貌については明らかにされたとはいえないのが現状である。また、
現存する華厳資料の相当数が『五教章』の註釈であるという現実的な理由か
ら、今までの研究の傾向は、それらに集中している。現存する宋代の『五教
章』註釈書の大部分は、主に智億（602～668）と法蔵の教学に基づいている玉峯
師会（1102～1166）など慧因院系列のものである。そのなかで、澄観（738～839)
と宗密（780～841）の教学の影響を受けつつ両者を融合的な立場で論じた笑巷
観復（～1141～1152～）の思想は、華厳五教判における「同教」の解釈をめぐっ
て、師会などによって批判されている。これについてはすでに研究があり、そ
こから観復の思想の一端をうかがうことができる。 2 しかし、観復に対する一
方的な批判の立場から記されているテキストの検討のみでは、観復の華厳教
学についてはもとより、宋代華厳教学の傾向と特質については正確な評価を
1本稿は2001年度、東京大学に提出した修士論文の要約文てaある。
2観復の『五教章』註釈書である「折薪記』や同教関係の著作は現存していないので、 師会などの観復に対する
批判や引用から、その内容を推測するしかない。
